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第

十

七

号

闘
、
山
翠
翌
、

3
,（
改
良
の
一
「
5
-
[

u)
の
開
巾
に
樅
比
し
て
名
洒
に
汲
り
を
刃
＂
玄
器
認
致
比
手
。

――百
半
怪
、
四
—
+
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凶
地
、
叫
醤

い
会
を
一
本
化
し
た
匹
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姿
良
念
が
磁
の
な
い
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
な
ほ

(Iiim必
竺

覧
至
と
に
な
り
、
そ
の
召
の
ぽ
初
闊
胤
、
投
拷
坦
の
他
ほ

em花
も
名
鰯
残
3
l
`
J
七
月
l
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今

月

の

屈

ー
し

翌

器

の

最

革

続

璧

苔

し

て

贔
脊
切
‘
七

尻

g
-
iわ

さ
れ
ゑ
）
と
一
次
の
問
享
か
ら
、
姦
翌
）
の
日
か
ら
六
円
遵
吾
E

凶
姿
給
点
が

怪

息

屈

腐

り

で

す

が

、

こ

の

四

闘

磨

塵
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l
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ス

喜

蘭

rmll脊
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日
七
夕
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11
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小
也
、
尤
11
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改
い

旦
汀
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妥
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翡
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一

ノ
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西

地
改
小
が
打

＾
 

鷹

欝

内

の

翌

符

委

は

会

で

一

匿
隠
れ
ま
す
か
ら
、
狂
閃
は

一

納

税

準

備

貯

蓄

組

合

を

最
も
効
果
的
に
迎
営
し
ま
し
よ
う
一

H
t
今

切

拉

る

が

の
如

一こ-
I
I

珀
況
書
皿
醤
合
II
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
1
説
金
は
私
た
ち
の
討
翡
上
、
大
き

な

蘭

忍

善

。

こ

屈

さ

羹

忍

ー
れ
る
の
ば
、
大
さ

ー

な
脳
り
で
、
ね
＂
の
改
＇
在
、

gは

一

し
芦
嬰
か
ら
と
云
つ
て
こ
れ
を
腐
す
る
な
ら
は
、
団
も
麿
市
も
お
毘
に
斎
茎
唸
し
、
延
い
て
は
一

-
l
す
ぺ
て
3
桑
科
の
手
に
よ
つ
て
行

一

ぉ
た
が
い
私
た
も
の
子

利^
容
を
招
く
こ
と
に
な
い
二
ま
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納
税
は
私
に
お
が
公
の
二
牛
罰
々
ぷ
り
む
た
め
の
必
迎
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一

わ
れ
ま
す
、
と
こ
ろ
で
＾
iliに
が
亡
、

一

犯
で
お
リ
、
且
つ
私
た
ち
の
g
灯
て
お
リ
ま
す
。
私
た
お
に
と
つ
て
5
済
上
大
き
な
苗

m
を
と
も
な
っ
て
必
て
い

―

一

一

丘
文
で
に
と
の
位
の
3
地
の
昭
放
が

一
ゑ
望
史
に
納
め
る
に
は
、
い
肝
品
か
ら
心
翡
て
貯
翌
笞
ね
ば
な
り
器
ん
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位
の
み
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役
う
組
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は
、
因
民
貯
甜
組
合
だ
よ
る
「
納
塁
息
翌
」
と
云
い
、

Th和
の
外
悶
、
器
を
も
収
扱
う
釦
公
は
｝
行
わ
れ
た
か
と
い
姿
す
と
、
昭
和
二

一一；
税
貯
滋
組
合
法
に
点
「
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誓
吝
」
と
云
い
ま
す
。
塁
應
竺
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U
九
十
五
の
印
合
が
ふ
IJ
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十
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-JJ
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以

奇

皐

一

組
合
い
訟
は
九
千
吾
人
に
濁
し
て
い
ま
す。

一
日
も
早
く
一
人
で
も
多
く
、
お
た
が
い
に
防
い
合
つ
て
納
代
巡

一

に
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．
げ
に
3
廊
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翌
器
起
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翌
に
つ
い
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畝
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ハ
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畝
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歩
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町
九
反
岳
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内

浮

羹

襄

蓋

賂

一

n酋
な
い
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と
岳
翠
‘
悶
偲
い
《
詐
酋
百
荏
云
七
辛
す
。

今
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の
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か
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詮
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嵐

ヌ

闘

慮

叫
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｀
面
七

照
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し

手
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和

紡

ぜ

反

八

畝

l-
九
し

▽
在
村
屯
上
の
小

lEII空
町
一

市
民
租
の
第

一
期
分
で
す

今

翡

誓

腐

塁

面

、
来

見

閑

似

殺

、
m川
小

羞

、

盟

税

の

御

疑

間

は

唇

竺

岱

詞
逗
焚
函
怨
―
→•1
0
1

で
す
が、
和
で
小
裟
、
第
孟
学
校
、

一h
囮
オ
川

＞
法
人
囮
体
の
所
“
す
る
小
作
地
1
1

は
約
祝
の
闘
の
た
め
に
、
毎
JJ
条

園

伐

翠

所

相

談

所

へ

八

町

七

於

堅

器

吾
日
間
（
日
冒
は
唸
溢
、
市
金
農
い
匝
間
は
去
叩
日
は
午
直
中
、
他
市
で
は
曲
沌
日
の
市
没
所
分
安
に
醤

▽
地
主
か
ら

m嬰
目
で
あ
っ
た

閾
悶
爵
委
の
空
力
所
に
咄
は
午
凹
九
緊
星
後
：
・
歴
ぎ
、

祖
改
閏
藍
況
に
つ
い
て
の
い
ろ
ー
小
翡
の
も
の
11闊
喜

ハ

畝

l-

堕
隊
手
。
こ
の
出
出
に
応
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忍
凰
く
の
得
い
ハ
り
七
や
い
祖
恥
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が
歩
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布
服
者
名
幼
は
二
日
か
ら
五
日
間
縦
由
砂

不
在
投
票
・
代
狸
投
票
も
出
来
ま
ず

立
派
な
罠
業
委
員
を

選
挙
致
し
ま
し
よ
9
9・

R
疫
以
叫
及
び
迅
竿
会
3
1
1曲
m町

腐

逝
盆
（
投
菜
は
午
削
し
い
か

ら
午
後
五
照
ぷ
で
、
叫

"ttば即
H
)

e辻
年
ナ
ろ
妥
は
の
氾
薮
り
十
五
名

R
4
蒻
閉
＂
滋
や
屈
行

す
る
人

は
i

企

若
い
が
出
灰
ま
ナ
。
バ
＂
り

i

――

十
日
か
ら
七
JJ
十
九
日
ま
で

｀
 

』
鵞
匹
芍

II字
の
田
け
な
い
合

述
竿
当
日
代
戸
段
邸
が
山
泰
土
ナ
。

て
店
り
ま
す
が
、

政
政
-
7
項
は

1
、
Hi成
の
政
扱
に
つ
い
．
．ば
閥
の
お

る
点

．

2
、
市
代
の
試
昧
に
つ
い
て
出
＂のい

か
ぬ
点

・

3
、
一
去
の
胆
品
に
つ
い
苫
扁
の
点

な
ど
、
税
に
団
す
る
L

)

と
な
ら
回
で
も

菰
訊
相
手
に
た
り
さ
す
か
ら
四
利
用

下
さ
い
。

（
況
初
訳

市
で
は
、
血
代
田
五
一
均
内
に
市
立
箆
翠
廷

築
中
文
し
た
が
い
よ
／
ヽ
近
姦
成
し
ま

す。

-)
の
塁
習
児
泣
ウ
翠
立
法
を
一十一
忌
及
び
兒
深
茂
H

砒
施
設
塁
低
基
砥
令
に
巻
殴
四

し
た
堕
塔
翠
は
在
怒
の
た
め
に
敬
翠
屡
敦
に
相
れ
指
導
、
生
活
保
B
並
に
”
畠

祉
醤
窟
招
環
、
そ
の
他
揺
兄
似

n妥
慇
茄
導
を
行
い
、

塁
の
た
め
の
文
化
的
な

生
活
を
、
自
6
質
っ
器
的
に
営
ま
し
、
以
て
将
来
の
自
力
更
生
に
役
立
た
生
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
双
内
伝
呈
室
、
若
四
C

蕊
埠
、
菜
会
場
、

8
が
あ
り
、
入
詈
は
ニ
ャ
世
＂
，

で
す
G
茫
H

課
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第
二
保
育
所

か
ね
て
芳
町
に
琴
築
中
の
第
二
保
百
所
は
菜
成
し
、
先
月
引
き

移
ま
し
た
。
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岡
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即
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亙

恨

怠
・ーの¢lr屈和責るため
、

隠

唸

包

腐
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中
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企

業

患

韮

託

と

；
f

罪
醤
’
い
ぃ
町
ぉ
嬰
塁

欝
も
、
別

m
o
珀
慧
ハ
が
一
日
の
市
袋
ぽ
竺
委
m
の
m

ー

ム
喝
っ
広
．
が
忠〗

4

m
ハ
江
和
衣
経
留
裂
以
外ー

託空の
f.

？
浪
祁
し
た
の
で
、
胃
崎
窟
切
裔
十

-n
か泣
711
し
、
凩
笠
ん
の
例
爾
羹
図
だ
。
品
閏
呵
．
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閾

甕
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丘

醤

函
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八

り
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喜
投
＇
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も
隠
隠
月
叫
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位
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l忍
膚
忍
苫
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翌
町
、翌
＇
恩

闘
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喜
裔
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部
、
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菜
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灯

怠
魯
誓
窟
含

鳳
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閃
の
り
閃
誓
喜
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点
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且
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い
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茫
〗
豆
笠
言
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盟
盟
盆
為
合
祁
号
喜
ク
与
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＇
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屈
丘
此
に
つ
い
て
兌
傑
m

1
年
翌
靡
言
・
年
、
—
i羞

竺
ク
．
に
身
)

扉
侶
い
忍
閑
羞
る
一
翡
や
人
は
l.m
以
外
の
蒻
を
一
干
認
、
罹
得
蘭
翌．

水
ぃ
骨
靡
息
悩
各
r
1

含

荏
討
應
貰
裔
合
社
・
・
系
’
が
髯
な
い

n

利
者
盗
厄

打
謀
剖
靡
栢
ハ
企
喜

揺
緊
蓋
今
＇

叫
竺
？
：
暑
窮
却
と
ー
一
、
誓
恩
昇
I

l

J

u

r

-

i
四

尻

隠

翌

怠
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砂
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し
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；
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翌
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日
）
各
）
の
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ぶ
一
節
、

＿
齋
に
ー
グ
年
以
翡
k

め
た
各
の
に
つ
い
五
尻

[
〗
言
庄
い
乙
い
汀

J
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一
い
鱈
ご
註
託
戸
彗
賃
鱈

[
m
I
J
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1虚
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託
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屹
‘
'
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四
盗
分
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閤
名
・
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に
よ
坊
梼
閉

n
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ぃ
仰
炉
慇
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利
怪
H
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-
P
L
I
K
ー
カ
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と
迭
疋
し
た
ほ
か
、
今
後
培
嬰
庖
百
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脊
闘
門

岳
屡
し
息
彦
一
炉
督
）
と
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な
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し
た
（
恥
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屈
悶
」
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
保
つ
笈
ば
111翌

f
も
ん
の
で
、
さ
ら
の
安
全
腐
鵞
一
の
危

J

す
る
”
困
巖
，
，
め
ら
れ
た
い
て
ア
ー
と
し
．．． 闊

し
、
費
入
に
竺

でしょうか。
11
科，．^
りは、こ、れ
1

如
ん
で
器
の
ng
い
と
な
ゑ
衿
埓
安
全
堡
註
足
。
お
、
牡
会
、
文
い
る
"

1

累
iiグ団もか拉テ。円り
z
u
l

豆｝オ・レに。「、いは
g
r肉閃．

を5
l
竺
1
1
1ー
と
い
な
直
奮
な
も
て
、
辺
か

4

く
自
由
な
化
な
ど
裟
治
的
な
分
唇
お
け
急
揺
喜
誓
怠
翌
胃
胄

î
：-

す
が
、
i
翡
呑
介
、
叉
リ
カ

上
鵞
；
す
愛
い
・
砥
翠
も
っ
は
腐
盈
鸞
翠
負
呑
ん
が
、
ば
、
い
だ
い
ろ
い
る
当
cr"定
し
誤
沢
し
ん
し
畜
日
本

思

い

翌

斎

ぎ

・
て
い
手
。
閉
う
な
に
令
な
も
つ
M
fし
ぷ
J
J

・
全
甕
翌
苔
，
じ

日
本
と
深
い
5

，
告
忍
の
I
ー
仔
嘉
汀
塁
叫

つていデ。ュ―ーセフ
G
E
r祝
叫
ア
ジ
の
ー
ぢ
2

緊
ゞ
せ
い
吐

弓
シ
苔
品
・
て
作
っ
た
の
が
腐
食
”
f
r
々
の
乱
の
上
租
ど
い
て
い
な
い
地
団
の
屈
翁
ピ
茎

の

g屡
に
怠
切
し
、
社
が
尺
す
も
は
、
見
の
枯
．
ぺ
酋
ナ
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な
お
雷
．
い
I
と
屹
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ー
本
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I
I郎
＾
＂
」
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、
一

\
J
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:
~

森
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W

政
府
と
い
っ
た
よ
う
名
の
で
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翌
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点
℃
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ら
、
製
伐

y
翌
嘉
'
[
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窯
翌
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悶
喜
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翌
屋
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っ
に
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思
麗
年
に
空
忍
＇
ル
に
の
ぼ
急
芝
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ー
）

4
ャ．

人
の
f
‘
ー
を
す
る
に
翡
醤
交
営
裔
蟹
迄
ぞ
ぶ
、
名
戌

r
c

忍
俎
秤

J
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茫
い
』5す
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含
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スt
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)
0
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し
●
）
．
一
て
の

使
命
を
逹
成

忠

号
y

お

り

李
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瑾
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紐
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門
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U
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〗
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日
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翌
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命
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．
1
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ぢ
資
府
久
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[
h
け｛

現
在
図
辿
に
生ハトン●
3

且
屡
屹
、
阿
岳
芍
こ
・
い
「

i

萎
し
怠
跨
、
誓
．
り
心
に

g"j¢’
ヽ
且
ぶ
、ー
）
r
"
竺
薗
誓
‘
器
ui

ハ
外
ど
ぎ
喜
彦
羞
且
喜
。
日
本
の
羹
‘
iノ

i
.
'
塁
汀
、
四
芯
塁
忍

れ
を
迎
念
た
め
~
汎
腐
力
し
予
3
品
訊
蒻
翌
い
全
ハ
っ
翌

変
く
の
襟
翠
翌し
て
い
翠
ふ｝
芝
[
Jと
？
訊
．gた
と
に
つ
いて'
3
frl
t
o
L

暑
翌

.
Cf
-
:
:
:

塁
、
じ

屑
唸
と
つ
た
り
、平
ざ
烹
裔
団
を
も
つ
て
い
李
。
翌
茎
凶
戸
．
j

ーC

にm
照
る
に
ば
、
安
全
刈
ぶ
多
ジ
ア
叙
舟
醤
ピ
（
二
近
＇
え
怠
醤

'r1.9]g11.lJ
に

す
よ
う
なN
r
J竹
を
、
武
力
を
用
い
加
薗
爵
合
が
裟
•
て
い
埒
，
i
g
.〈
ぢ
歴
癸
？
一
』
。
夕
喜
醤
さ
れ
て
い
専
。
な
つ
て
お
り
ま
す
以
喜
羞

そ
李
房
と
の
平
和
酌
な
喪
ぼ
理
の
翌
烈
翌
‘
＿
舌
任
E
9，
二
の
多

gott妥
魯
も
享
。
「
窟
図
丹
答
」
や
「
R
共
r-

リi

．
テ
誓
、
私
枠
宙
社
の
云
いと

に
よ
つ
て
緊
ま
・
伝
滋
序
・
，
、
の
改
の
活
動
畜
に
区
つ
て
お
IJ

、ヽら．
r

安
全
醤
閉
会
員
匡
十
ー
グ
坦
吝
」
に
正
式
に
山
磨
咋
さ
れ
、
人
m
o
宰
駅
の
た
め
の
同
匹
一
如
対

磨
丙
ぶ
7

の
う
ち
充
大
戌
兌
、
英
世
界
の
ど
この
J

とも迂しを
し
たリ

ナ
翌
ば
考
お
、
や
が
て
1
内辻会

＂を涸ずそど

、
繋
ぷ
乱
の
箔
1

回
、
九
月
呂
＿
＿
灰
習
に
刃
、m総

停
、
ソ
冨
晋
魯
0

望
成
を
含
手
紙
の
ゃ
リ
と
り
を
し
て
い
ま
す
。
又
に
復
烏
し
よ
う
と
す
る
日本の関民
と

L忠
＂
〗
柘
ぐそご
と
を節
一
丘
位
と
レ
て
い
€
斎
閤
ま
す
。
闊
渾
―
怯
夭
々

C
分

|

r

禰

1"會^
月
11l

9々
ユ
免

"
1
2
-

I
9-
）

．．．
 
，
ヽ

1
'！
・

'
,r
•
9
.
＇
,

if.iiio,t11,i111ig-ク
0,
`
‘
t
b
>
、

b
、

Ii,It4Jな
く
て

i
t.9
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臥 (2 , 

市
が一

千
万
円
を
頚
託
し
て
副
只

中
小
企
業
者
の
た
め
に

悩
み
の
資
金
難
緩
和
策

市
議
会
の
動
き

F

・
，
i
-
保
和
衣

;
;
i
C
~
資
叫
姜
“
に
当

J

：
う
も
の
と
國

芹
月
以
望

t

-

ロ

hJ

叩士――伝杢
nJ

は
桁
の
¢
印
内
本
●
2

りは公布
C

日より
これを四

i
.

-

『即
と
別
企
芙
勺
9
}
勺

2
し
内

fCの
・
ぃ
行
釘
3
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筑

便所を洞紫に 市筒生証の活勁

9̀
,．
 

~ 

,, 

.~ 

（
四
祝
m
)

麦
供
出
を
完
逢
し
ま
し
よ
う

器
’
’ぃ
’'
,1
,ヅ
4
.＂
ノ
・
、
C

J
—只
． ．

い
’し
，J
;
‘
区
1
10
?
仕
汽
点
似
と
ぶ
土
を
叩
て
行
い
、
大
そ
は

だ
か
ん
け
茫
・
閲
ぐ
，い！
i

J

決
し
た
の
：
始
め
、

た
々
森
介
々
わ
ヅ
て
い
り
女
ナ
が
、
本
市
の
窃
ぢ
ぞ
＜
盗
心

し
、
匹
ふ

芯

必
い
rデ
｀
罰

、の
は

m叫
汽ル．
”
ぅ

鼻9
_
{
）。

c
m
切
が
い
好
8
の
折
切
と
は

aえ
、
必
H
.
9
ょ

r
し
ー
、
．
9
と
し
一
．
）

ハ
ウ
＿r
J

,
;
9

.

—
・
・
｛
沿
を
、戸
苔

上
、
9
房
1
の
努
が
八祖
径
に
比
んて
t
し
カ

下
さ
プ
’
品
沼
＾
い
T
し
f‘

・ナ

梅
雨
明
け
が
番
危
険

恐
ろ
し
い
悪
疫
流
行
期

特
に
赤
痢
・
疫
痢
に
御
注
意
を

赤
印
、
立
叫
考
合
の
謀
J

し
い
一
予
11ま
で
に
戸
し
た
名
仕
爵

阿
染
む
流
行
則
に
な
リ
、
市
て
は
こ
れ
ぷ
ハ
店
の
；
；
り
て
、
赤
阿
や
与
い
が

が
防
疫
に
努
め
て
屈
り
京
す
が
、
一
）
れ
多
数
を
示
し
て
い
る
の
ば
以
も
汀
点
を

ら
の
臨
疫
は
栂
巾
明
け
が
ニ
器
生
し

吸
し
玄
ナ
。

昂
い
時
で
す
か
｀
片
べ
物
に
屈
し
、

閉
一
主
、
だ
繁
巴
七
、
爵

乱
の
手
洗
い
を
励
行
し
川
水
祐
器
云
、
撃
フ
ス
一
、
パ
ラ
チ
フ
ス

器

、
若
し
g
体
に
四
款
が
あ
っ
た
ら
六
、
卯
紅
熟
ll、
流
行
性
脳
炎

一、

少
し
も
早
く
医
師
の
わ
寮
を
受
け
る
よ
｝
ン
フ
テ
リ
ヤ
一
、
猷
生
ハ
名
（
内
死

う
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
一

n以
床
六

n
亡
布
絞
胆
ハ
名
）
（
向
ら
屈
）

ゴ、
ヽ
は
、
コ

ミ
箱

ヘ

土
砂
や
危
除
な
物
は

入
れ
な
い
で
下
さ
い

本
市
で
は
市
内
か
ら

m
H川
の
よ
う
に
に
も
少
な
か
ら
ぬ
努
力
を
娑
す
る
わ
け

出
る
ゴ
ミ
を
完
全
に
処
坪
す
る
た
め
、
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
で
は
市
内
の
河

市
外
昨
迂
村
大
字
訊
汲
に
市
党
隈
芥
出
滋
の
た
め
大
忠
力
を
か
げ
て

・n"'の
処

却
山
を
股
匹
し
、
市
内
の
ゴ
ミ
は
全
部
罪
に
当
り
ま
す
が
、
符
に

同
所
で
燐
却
し
て
店
り
ま
ナ
が
、

'
r
w
~
ゴ
ミ
の
処
四
に
当
つ
て
は
、
完
全

は
一
二
台
の
ト
ラ
ッ
ク
で
、

e
u究
阿

鉗

た

lw箱
を
知
戸
に
問
え
て
四
き
た

一
日
合
紅
七
千
咤

n
nを
洲
四
、

・rw
い
一
）
と
。

品
い
た
灰
は
佗
U
約
四
十
俵

mま
す

0
・nu/に
は
土
砂
を
氾
｀
｝
、
な
い
よ
う

『
の
で
、
こ
及
｀
四
鬼
の
他
の
希
累
に
す
歪
）
と
（
悶
べ
＜
巌
っ
幸

に
肥
料
と
し
て
痴
下
げ
忘
店
り
ま
す
。
の

'!wと
リ
で
ゴ
ミ
を
取
っ
て
誓

缶
苓
9
豆

に
か
け
て
l1
1!/
は
ま
す
た
い
こ
）
と

（
腐
っ
き
の
云
ミ
改
り

ま
す
多
く
な
り
、
そ
の
涅
尽
に
も
竪
却
は
市
密
面
で
臼
捉
致
し
衣
す
＞

人

は

右

側

軍

は

左

側

交
通
誼
徳
を
守
り
ま
し
よ
う

喜

人

れ
を
沼
巳
、
各

他

の
万

t
』、
よ

―ヵ
い
に
ら
2
塁
焦
~

ギ

．
豆

祠

泣

い
こ
と。

〇
弓

は

妥

ざ

ら

に
ス
れ

扁

ゃ
応．
9

と
に
比
て
な
い
よ
う

mい
た

ぃ
一
）
と
。

以

つ
ぶ
点
に
つ
い
て
一

mの
印
屈
力

を
希
．．
 

i

し
て
い
り
ま
ナ
。

（約
9

弄包

胃
ま
し
た
が
、
昨
宙
九
月
全
翡
合

迪
見
ti/4
i
,＇，
]
り
、

祠
の出3牡
笹
．．
 t
ぷぃ
足

悶

.m
,iと
へ
苫
只
し
し
～
窟
．
、
号

れ
、
下
J
l
li
十
五
＂
内
7
い

祖

i•• 
J
 

で、

当

m
fヰ

．．
 

g
mげ
ふ
淡
寄

9J'

人
名
に
用
い
て
さ`
し
つ
か
・パ
た
い
r
.‘
―

と
し
て
広
の
九
士

i

字

氾
り
，
舌
ば

mか
LImに
合

・
:
じ
．
ビ
）
＂
は

、
「
人
名
liJ
茂

因
災
し
と
吐
ば
れ
、

9

日
付
「

窃

lrrg罰
・
丼
屹
拾

法

岩

闘

の

認
茫

冷
．r．ぷ
札
、
り

日
か
ら
Lii“
さ
れ
京
し
・・ニ
バ
いし、．
J

一
盈
）ヰ

•
履
柑
羞
翌
靡
＇
叫

只
丙
昌
哉
私
土
余
佑

Lumm巳
庄
弘

述
＇
い
買
い
拉
糾
糾
泊
）
妬
炉
的

i
，
竺
訟
は
ば
笛
勾
訊
玲
琢

m
w聡

lng
.内い
E
K
引
絞
臼
裟
砿
面
硲

匹
熙
2

年
り
に
性
四
郎

芥
頌
翌
叩

目
m邸
匹

"mrfJ

ヽ

．

．

．

 

，
 
．．
 ,•9, 

.. ’
 

... t
 

J

J
 

.‘
 

今
月
の
ー

'.r1も

，

＇

ヽ

．．．．．．．．．． 

人
名
用
漠
字

九
十
二
字
氾
加

子
供
の
名
に
円
い
ろ
ilS'
太
の
い
限
が
籾

和
さ
が
在
し
5

↑
ー
ー
屈
り
ll+-＝牢一

月
か
り
只
ぷ
さ
れ
＂
ば
け
法
の
実
施
と

0
ガ
ラ
ス
、
面
ぢ
、
金
屈
E
の
破
共
に
、
名
に
Fj
い
る
文
字
が
併
に
千
ハ

片
等
、
取
扱
森
阪
な
も
の
も
、
・n

璽
＋
字
に
叫
瓜
さ
れ
、
宏
、
弘
、
叩

嘉

品

芸

1`
っ
に
し
、
山

彦

、

ハ

、

竺

苔

．

委

r
a
”止

爵
れ
ば
各
町
内
の
当
な
所
に
危
さ
れ
た
ら
慇
に
不
い
森
唸

諷）

（ぼ
）（直）（
ぼ
）（
国

(

)

哀
奨
を
油
沼
に
し
ま
し
よ
う
．

｀
つ
つ
と
う
し
い
硯
屡
五
代
、
•
ぅ

lる
と
マ
ラ
リ
ヤ
、

日
ぷ
屈
心
5
く
」
5
、

忽
＜
尽
釜
翠
？
芝
り
ぅ
・
じ
公
，
文
•
旦
”
▽
-
n
l
_
•• 

f

闘
且
附
啓

屡
し
い
四
染
内
の
流
げ
閃
て
も
あ
し
i

す

。

薦

阿

l
i
1
1
凶

．r
い
▽
十
一
日
か

2

3
バ

屈

腐

凡

り
、
露
く
な
っ
た
奴
閃
啓
、
訂
い
を
悶
卵
し
享
°
又
一
匹
の
だ
一
回
門
翌
｀

リヽ
，
吋
、
少

i
)

爵

の

た

め

に

私

た

ち

の

体

に

も

哭

信

麿

翌

鵞

菜

。

▽

一

手

11,
il
ヤ
ハ
lJ

悶＇砂

喜

翌

ナ

し

、
又
外
界
で
ぱ

-)

れ

ら

を

闘

鵞

苔

、

＿

直

球

完

誓

｀

暑

喜

窟

喜

翌

芦

し
、
下
水
い
を
▽
二
十
九
日
1
望

入

H

臼
り
9
,．ヤ

ざ

霞

息

誓

且

委

、

お

た

が

い

の

．

パ

姐

厄

喜

麦

含

．

心

爵
の
媒
介
を
す
る
の
が
勺
、
蚊
、
の
一
胃
汗
記
に
し
て
、
食
物
、

む
E
乙
に
注
―
)

（

Jr:

空

・／
と
共
に
、
氏
．
し
間
に
．
ぶ
ぷ

＞
二

十

九

日

門

裔

水

秤

裟

み
、
レ
2
み
で
特
に
立
の
内
爵
忍

喜
‘
E
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
フ
、
一
を
法
い
、
い
ま
わ
し
い
い
は
か
A

(
m
川
四
翠
や
）

コ
レ
ジ
じ
肉
に
よ
つ
て
に
介
一
臼
れ
、
ら
ぬ
を
つ
汗
，
い
た
を
し
ょ
う
。

▽
下
り
市
内
公
料
松
刃
1
i〈会

—

防
止
の
お
願
い

特
に
宵
少
年
指
忠
に

一

一
般
の
御
漏
力
を
期
待

罪"J 
う

音

鵞

g'い一
お
埒
も
の
桧
墜
ば
、
こ
の
｀

時
で
す
。
市
て
I
t
-
V市
に
気
を
つ
均
忌
，
｀
に
い
．
、息
い
・
ナ

内
一
＿
ー
グ
所
に
防
E
V
1
.＂
ー
少
年
と
い
え
ば
こ
れ
、

"
.3
怪
・
内
ロ

の
庶

盟

し

、

席

慧

翌

雙

屈

翠

の

-,i
、
翌
き

翌
気
べ
に
当
そ
）
と
ん
を
窟
’
つ
け
と
房
さ
え
塁

夏
に
な
っ
て
因
り
ま
す
が
、
特
に
立
に
多
を
作
り
磨
直
い
互
喜

翠

Q

羞
と
し
て
は
、
望
0

の
た
め
に
戸
げ
、

K
閃

雙

蒻

ず

に

正

し

翌
り
を
な
っ
た
ら
の
翌
亨
翡
v
芍
い
て
印r

,1.

~
い
衣
い
ま
す
。

甕
‘
夜
岡
外
9

-c苔
が
多
い
た
め
◇
本
市
匡
）
．
ー
、
力
3
に
つ
い
て

裔
涙
）
た
め
の

g罪
緊

怒

一

般

市

民

の

翌

ん

の

信

璧

且

ら
れ
ま
す
。

◇
既
に
毎
日
の
悶
に
も
含
ま
す
迎

リ
、
逗
近
は
少
年
の
犯
罪
が
多
く
な
る

函
内
に
あ
リ
ま
す
の
で
、
お
孟
ク
を

'~ 

力
を
い
芸
め
と
、
翁
子
含
人
方
の
た

ぎ．
nJ
内
各
ド

J
`

9

空
罰
会

胄
i

い
た
し
京
し
た
が
含
沿
仰

阿

含

れ

ば

巾

込

癸

喜

ん

と

の
ー
の
他
し
を
苓
方
針
隠
リ
・
す

又
こ
れ
は

m
:
Q
r
]と
い
・
っ
闘
か

翠

公

ぷ

笈

、

ピ

・

料

と

も

鍔
t
羞
限
令
0
い・
込
み
に
も
）
廊

ぼ

ナ

・

ぢ

、

保

器

径

召

認

へ
お
nl込
下
さ
い
。

◇
翌
の
な
い
社
会
．
切
条
ぃ

n
>い11

こ
れ
名
悶
に
ぱ
lii2的
・デ

の
□

ロ

ガ
け
ょ
リ
必
凶
で
ナ
。

芯
l
t
]
“

な

：

5
（
、
翌
‘

-；j
ー
ル
を
．
怜

い
た
し
ま
す
。
（
保
安

i

巳
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姻 (4) ,,. 

明
る
＜
栗
し
い

社

会

生

よ
り
よ
送
証
会
生
泊
を
つ
く
る
た
め
に

今
盛
ん
に
新
翡
器
が
屎
即
さ
れて

府
ま
す
。
本
面
に
於
そ
も
昨
年
五
月

-＝
日
、
開

糊

翡

醤

闘

麿

大
会
が
叩
か
れ

一、

私
た
ち
は
俊
品
を
守
り
ま

す1
‘
私
た
ち
は
時
即
を
5
出
し
時
閻

の
戚
守
と
活
用
の
H
夫
に
努
め
ま
す

-‘

私
た
ち
は
隣
の紐
祭
日
に
は
因

虞
を
掲
燐
し
ま
す

-
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